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1. 知る楽しみが学びとなり話の引き出しを増やす

* 季節の自然を見に行く – 写真にとる、メモして後で調べる

* 自然の見方 -- 五感使う、全体も部分も見る

* 自然や環境に関する本 - 自然や環境、生きもの、民族…、気になる言葉をメモ

* 新聞・雑誌などの記事 -- 気になった記事切り抜き、本の紹介…

* テレビ番組- 自然、環境、生きもの、温暖化、宇宙…

* ネット検索 – 記事を鵜呑みにしない/どれが本当か?/現物を確認する

* 覚えたことを自分の言葉にして説明 – 書いて見る、プレゼンにする

* 博物館や昆虫館に行く

* 外部の講座やセミナーに参加する/Webセミナー

* 資格に挑戦する: 森林インストラクター、森林大学、森林セラピー、自然解説員

* 講師になって話をしてみる

自然に関心を持つ → 調べる/参加する/メモ → 自分の言葉で説明してみる/繰り返す



2. Albert Einsteinの言葉より
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1. 知る喜び

それは自然界からの最大の贈り物です

2. 自分で経験することほど何かを上手に学ぶ

方法はありません



3.継続は力なり… 
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自然の解説をしようと思うと色々なことを知っていないとできませんが
誰も最初から何でも知っているわけではありません

自然に関心を持ち続け、「なぜ」を繰り返して一つ一つ知るを楽しんで
続けて行けば色々な話ができるようになります

お勧め本: ① 「花と昆虫、不思議なだましあい発見記」、➁ 「もう一度会いたいと思われる人になる」


